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雪道対策特設ページ 
近年、冬季に予想を超える大雪となるケースが増え、この時期からの適切な雪道対策が求

められます。もし、交通事故やスリップ、大雪等でトラックが立ち往生してしまうと、周辺道路

の大渋滞を招き、迂回路のない地域では大混乱を来します。 

降雪地域を運行する方は、タイヤチェーンを必ず携行するなど、雪道対策を万全に整えてか

ら出発してください。 

 

～関連リンク～ 

【全日本トラック協会ホームページ】 

https://jta.or.jp/member/anzen/snow.html 

 

【国土交通省ホームページ 自動車局による大雪時の大型車立ち往生防止対策】 

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha08_hh_004980.html 

※大型車の冬用タイヤ及びチェーンの注意事項に関するチラシ 

https://jta.or.jp/wp-

content/uploads/2023/10/mlit20231020snow.pdf 

 

【九州地方整備局】 

http://www.qsr.mlit.go.jp/ 

 

【ＮＥＸＣＯ3社及び首都高の「高速道路影響情報」サイト】 

https://ex-ssw.com/ 

※NEXCO西日本「高速道路交通情報」 

https://ihighway.jp/pcsite/ 

 

【福岡国道事務所ホームページ】 

http://www.qsr.mlit.go.jp/fukkoku/index.html 

 

【北九州国道事務所ホームページ】 

http://www.qsr.mlit.go.jp/kitakyu/ 

 

【山口河川国道事務所ホームページ】 

https://www.cgr.mlit.go.jp/yamaguchi/ 
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【倉吉河川国道事務所ホームページ】 

https://www.cgr.mlit.go.jp/kurayoshi/ 

 

【鳥取河川国道事務所ホームページ】 

http://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/winter/index.html 

 

【大分河川国道事務所ホームページ】  

https://www.qsr.mlit.go.jp/oita/ 

 

【金沢河川国道事務所ホームページ】 

https://www.hrr.mlit.go.jp/kanazawa/ 

 

 

～道路に関する情報～ 

●九州道路ライブカメラ 

http://www.qsr.mlit.go.jp/useful/road_livecam.html 

 

●高速道路・一般道交通情報 日本道路交通情報センター 

http://www.jartic.or.jp/ 

 

●都市高速道路情報 福岡北九州都市高速道路公社 

http://www.fk-tosikou.or.jp/ 

 

●県管理道路の道路情報 

 ・福岡県規制情報 

https://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/douro-kiseijouhou.html 

 ・佐賀県規制情報 

https://www.pref.saga.lg.jp/kiji00311424/index.html 

 ・佐賀県道路公社道路情報 

https://www.tollroad-saga.jp/traffic/ 

 ・長崎県規制情報 

http://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/machidukuri/doro-kotsu/kisei-

doro-kotsu/ 

 ・長崎県道路公社規制情報 

http://www.nagasaki-dourokousha.or.jp/html/kisei.html 
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 ・熊本県規制情報 

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/102/50326.html 

 ・大分県規制情報 

http://oita-bosai.force.com/ 

 ・宮崎県規制情報 

http://roadi.pref.miyazaki.lg.jp/roadinfo/public/ 

 ・鹿児島県規制情報 

https://www2.pref.kagoshima.jp/dourokisei/index 



道路で大型車が立ち往生すると、深刻な交通渋滞や通行止め
を引き起こします。

積雪・凍結路では、必ず適切な冬用タイヤを装着するととも
に、チェーンの携行・早めの装着を心掛けてください。

交通渋滞等を引き起こした運送事業者等には監査を行い、
講じた措置が不十分と判断されれば処分の対象となります。



冬用タイヤの選び方

冬用タイヤの使用限度

残り溝深さが「プラットホーム」に達している
状態。冬用タイヤとして使用できません。

プラットホーム

オールシーズンタイヤは、ちらつく程度の降雪で路面と一部
接触可能な積雪状況を想定したタイヤです。

路面を覆うほどの過酷な積雪路・凍結路においては、スタッ
ドレス表記(国内表記)又はスノーフレークマーク(国際表記)
が表示されている冬用タイヤを全車輪に装着してください。

溝深さが50%以上残っていることを「プラットホーム」で
確認しましょう。（一部海外メーカー品は除く）

スタッドレス表記の例 スノーフレークマーク
タイヤの側面に表示
されています。



チェーンの効果

チェーンの携行・装着

チェーンを駆動輪に装着すると、冬用タイヤより積雪・凍結
路での発進・登坂性能が向上します。

チェーンのサイズや締め方が不適切な場合、タイヤとの間で
滑りが生じ効果が得られません。

大雪警報が発表されるなど相当量の積雪が見込まれる場合等
にはチェーンを携行してください。

降雪時には、立ち往生する前に早めのチェーン装着を心掛け
ましょう。立ち往生した後の装着は極めて困難です。

大型車用金属チェーン

性能限界

冬用タイヤ及びチェーンのいずれも性能限界があり、万能で
はありません。例えば、車両のバンパーに接触するような新
雪の深い積雪路では走行困難です。

運行前に道路・気象情報を確認し、運行の可否や経路を検討
してください。



立ち往生が発生しやすい車両

二軸駆動車に比べて駆動軸が
空転しやすい。

トレーラー付近の積雪により
走行抵抗が増大。

駆動軸に十分な荷重がかから
ず、発進性能が低下。

トラクションコントロール※

等の機能が搭載されていない。

空

「自動車を安全に使うためには」→

自動車を安全に使うための注意点を発信
しています。

以下の特徴を持つ車両は、積雪路等において特に立ち往生が
発生しやすい傾向にあるので注意が必要です。

←駆動軸

後前一軸駆動車

後一軸駆動車

←駆動軸 ←駆動軸

←駆動軸

※発進時等に駆動輪の回転を制御し空転を低減する装置

電話番号：03-5253-8111（内線：42363）
03-5253-8594（直通）

国土交通省
物流・自動車局
審査・リコール課



全日本トラック協会 雪道対策→

道路で大型車が立ち往生すると、深刻な交通渋滞や通行止め
を引き起こします。積雪・凍結道路においては、必ず適切な
冬用タイヤを装着するなど適切な措置を講じてください。

交通渋滞等を引き起こした運送事業者等には監査を行い、
講じた措置が不十分と判断されれば処分の対象となります。

⇒ 冬用タイヤは全車輪に装着しないと挙動が安定しません。

積雪・凍結道路では、冬用タイヤを全車輪に装着

冬用タイヤの溝深さが新品時の50%以上あることを確認

⇒ 溝深さ50%を示す「プラットホーム」で、運行前に必
ず確認してください。（一部海外メーカー品は除く）

積雪・凍結道路での運行前に、運転上の注意点を把握

⇒ 積雪・凍結道路においては、
・低速ギアでゆっくり発進
・坂道を登り終わるまでギアチェンジしない
など、運転操作の注意が必要です。

一般社団法人
日本自動車タイヤ協会→



プラットホームとは？

運転上の注意点

①低速ギアでゆっくり発進し、タイヤを空転させない。

②急坂道では登り終わるまで低速ギアを使用し、ギヤチェンジしない。

③急発進、急加速、急旋回及び急停止は避ける。柔らかくブレーキ。

④カーブに入る前に減速する。速度は控えめ。十分な車間距離。

⑤冬用タイヤの性能には限界があるので、運転時は細心の注意を払う。

⑥冬用タイヤを乾燥路や湿潤路で使用する場合は走行速度に注意する。

残り溝深さが「プラットホーム」に達している
状態。冬用タイヤとして使用できません。

プラットホーム


